



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































助教授　山田正夫；「Study on the Aging of Al -
Cu-Sn Alloy 」（日本金属学会誌、17巻、昭19―１）
その他15篇、数年来特殊原子炉材料として重要な
Zr合金の２元および３元系平衡状態図の解明を行
い、現在それより更に金属材料一般の強度と疲労に
つき、その基礎的な解明を目的として加工性亜鉛合
金の強度に及ぼす各種添加元素の影響について系統
的な研究を行っている。
助手　平木道幸；養田教授と共に研究を行ってい
る。
教授　室町繁雄；「鉛入り黄銅について」（伸銅
技術研究会誌、1962）他数10篇、鉛入快削銅の切削
性に及ぼす鉛の影響、連続鋳造法に関する研究、
Cu-Zn系、Al-Mg系合金の応力腐蝕について、鋳造組
織と再結晶粒度との関連性について研究中である。
講師　多々静夫；「アルミニウム圧延板にあらわ
れる方向性について」（軽金属、No.3、1959）他８篇、
現在Alおよびその合金の粘度と密度を同時測定によ
り温度とそれらの関係、快削黄銅棒中に含まれるPb
粒径が快削性に及ぼす影響について研究中である。
助手　品川不二雄；室町教授と共に研究を行って
いる。
教授　森棟隆弘；「粒鉄および海綿鉄の顕微鏡組
織について」、森棟・佐藤・平沢（鉄と鋼、昭36）
他40篇、昭和33年10月21日、国体が富山で開かれた
際、天皇陛下が富山大学にお出になり、その折、硫
酸焼鉱の完全利用に就て御進講申し上げた。現在、
反射炉製錬に関する研究、低塩基度製鉄に関する研
究をしている。
助教授　池田正夫；「ペレツトに関する研究」
（日本鉄鋼協会誌、昭29.3、昭29.12）他14篇、現在、
海水を原料とする金属Mgの還元製造、ＳＯ
2
を含む
燃焼排気ガスによるステンレスの高温腐蝕、焙焼並
びに還元反応に関する反応速度論的研究等を研究し
ている。
助手　佐藤恭一；森棟教授とともに研究を行って
いる。
工 学 部
教授　位崎敏男；「スパイスに関する基礎的研
究、-Pb-Fe2As-FeS系の平衡関係」（日本鉱業会誌79
巻898号，昭39―４）他23篇、現在Fe-Ni-As-Al元素
の平衡関係、電解スライムの主成並びに処理に関す
る諸問題、鋼合金の応力腐蝕割れ、アルミおよびア
ルミ合金の孔蝕につき研究中である。
助手　新井甲一；位崎教授と共に研究を行ってい
る。
工学部３学科構成から、機械工学科の増設よる４
学科構想は大学への昇格運動が始まった時点で考え
られていたことである。
機械工業は、「具体的な形を持った機械あるいは
装置を設計し製作して、これによって目的とするエ
ネルギーまたは物を安全かつ多量に作り出すこと」
を目的としている。時代が進んでも、機械工業の中
心にあるのは、「ものを作る」という特質によって
いる。｢工学関係学部設置基準要項」（大学基準等研
究協議会、昭和33年３月31日）においても、工学部
の組織について｢標準としては、機械工学、電気工
学、工業化学を含む４以上の学科で組織することが
望ましい」と規定されている。
昭和30年代日本経済は高度成長期を迎え、新しい
事態へ向けて国造りが始まろうとしている時であ
り、世界技術革新の波に乗って、日本の新しい国造
りを出発させることが必要であり、科学技術教育の
拡充がしきりに唱えられるようになっていた。
こうした情勢を背景として、富山大学では昭和30
（1955）年に「機械工学科｣の新設を申請したが、こ
の年の各国立大学の学科増設は非常な制約を受け、
本学も第１次査定、第２次査定で落ちてしまい、そ
の成立が危ぶまれた。しかし４月８日の第３次査定
では文部省の稲田大学局長、春山大学課長の推進も
あってようやく認められ、９日の夜明けに発表され
た。かくて昭和30年７月１日に｢機械工学科｣増設が
１　機械工学科の増設の経緯
第３節　機械工学専攻の併設から
機械工学科の設置へ
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認可された。
機械工学科は昭和33年度をもって完成されること
になり、当面の入学定員は30名と定めたが、完成の
33年度からは定員もかなり増加される見通しとな
り、さらに施設の整備が行われることになった。
富山大学工学部機械工学科設置要項（抄）（抜粋）
第１、名 称
富山大学工学部機械工学科
第２、目的及使命
工学部金属工学科の機械工学専攻を金属工学科
から分離し、之を機械工学科 としての完全な学科
組織に改め、もって機械工学に関する大学教育の
充実強化を期することにある。
第７、機械工学科学科目及履修方法
（1）機械工学科学科目単位数
【一般教育科目】
（体育）講義２、実技１
【専門科目】
（専攻科目）
機械力学２、材料力学第１・３、材料力学第
２・２、機構学３、機械設計法第１・４、機
械設計法第２・４、機械設計および製図８、
材料試験法２、計測特論４、工作機械４、機
械工作法第１・６、機械工作法第２・４、機
械工作法第３・２、精密測定および 機器４、
金属材料学第１・４、金属材料学第２・４、
熱力学４、熱機関第１・４、熱機関第２・４、
流体力学３、水力学３、水力機械３、化学機
械第1・4、化学機械第２・２、暖房および冷
房２、輸送機械第１・４、輸送機械第２・４、
紡績機械２、工場管理および経営２、機械工
学実験および実習７、電気工学概論４、卒業
論文10
（関連科目）
化学工学４、鉄治金学２、金属加工学２、応
用数学２、応用物理２、品質管理２、自動制
御２
（2）履修方法
イ、文理学部に於ける一般教育課程（１年半）
在学中に、一般教育科目、外国語、体育を履
修することを原則とする。
第Ⅱ部　部局編
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一般教育科目
１科目４単位を原則とし、各系列にわたり３
科目12単位、合計36単位は必修とする。
外国語
英語、独乙語、各8単位は必修とする。
体育
４単位を必修とし、うち実技１単位は専門課
程において履修する。
ロ、専門科目は専門課程（２年半）在学中に当
該専攻科目中から選択する。75単位以上を含
め合計84単位以上を履修する。
昭和33（1958）年ころから機械科に「水曜会｣が
発足した。｢水曜会｣は毎週水曜日のお昼時間に開か
れ、機械科教官が、長元・村中教授を中心に機械科
の緊急問題や将来への問題を話し合う会である。お
昼の食事をとりながらの会議であったが、議論が白
熱し、食事がとれないこともしばしばあった。全員
が機械科の発展に努力した時期でもある。
（1）教官の構成の経緯
工専設置当時、大和助教授が来任したが終戦後間
もなく退職、次いで池田順郎講師が来任したが、間
もなく退職した。大学昇格当時文理より南日朗氏が
来任したが間もなく東北大に転出、足立教授（工専）
も昇格とともに間もなく富山工業高校長に転じた。
このころ林大輔氏が来任されたが間もなく鹿児島大
に転じた。大学昇格とともに機械は金属工学科の第
４、第５講座として残り、長元教授、村中助教授、
加藤助教授をもって発足した。このころ南日実氏が
来任した。昭和27（1952）年から機械工学専攻がで
き、30年から機械工学科として独立した。これを機
に村中・加藤助教授と南日講師が教授に昇格した。
設置後も引き続き長元教授の尽力により、教授陣
は次第に充足されてきた。金沢大学工学部より弾性
学担任助教授として宮尾嘉寿氏、塑性加工担任とし
て東京工業大学益田森治教授推薦により葉山益次郎
氏が講師として、東京工業大学岡本哲史教授推薦に
より応用数学工業力学担任予定として古谷嘉志が助
手に来任、また内燃機関担任として名古屋大学小林
明助教授推薦により風巻恒司講師が来任した。工業
計測担任助教授として電気工学科より中川孝之が移
り、材料力学教室の助手として吉川和男が、熱工学
教室の助手として市田和夫が来任して機械工学科の
教授陣容がそろった。非常勤講師として品質管理の
講義に気象台から増山元三朗博士、また特別講義と
して流体力学特論に東京工大教授岡本哲史博士、熱
工学特論に東京工大教授川下研介博士の来講を得
た。昭和36（1961）年には南日工学部長が停年退職、
38（1963）年には井村・三上助教授が教授に、高
辻・古谷各講師が助教授に昇任、38年には宮尾助教
授が教授となった。
（2）機械工学科教官の研究状況（昭和39年現在）
教授・宮尾嘉寿；偏心円孔を有する円板における
半径方向の集中荷重による応力（日本機械学会論文
集135号、昭32.11）他16篇、現在、自動車に使用せ
られる摩擦ブレーキの力学的研究を行っている。
教授・長元亀久男；門型架構解法についての一考
察（機械学会論文集第1巻、第5号、昭10.10）
助手・佐伯弘子；長元教授と共にＯＲの研究を行
っている。
教授・三上房雄；吹き出し口をもつ平板に沿う層
流境界層の実験（富山大学工学部紀要第13巻、昭37）
他篇。現在、熱線風速計の特性についておよび交叉
する２平面に沿う境界層の干渉について等につき研
究中である。
助教授・古谷嘉志；ある積分方程式について（富
山大学工学部紀要第15巻、昭39）他７篇。現在は応
用積分程式論および解析力学を工業力学と融合する
事に意を注いでいる。
助手・奥井健一；三上教授と共に研究を行ってい
る。
教授・井村定久；多孔性物体による冷却効果につ
いて（第11回応用力学連合講演会前刷、昭36.8）他
8篇。現在、プラスチック系統の熱伝導率の測定、
ポーラスクーリングについて研究中である。
助教授・風巻恒司；回転機関への基礎研究（第１
回回転室内圧力変動）（日本機械学会金沢地方講演
会前刷、昭39―９）他数篇、現在可動翼の圧力遮断
能、回転機内の体積効率、回転室内の燃焼について
研究中である。
工 学 部
にわかに誕生した工専の設備は極めて粗末なもの
で、大学に昇格した過程からも、設備の不足は如何
ともし難かった。昭和27（1952）年金属工学科内に
機械専攻コースが誕生したころの設備は光弾性装
置、一般材料試験機、木型実験実習室、鋳物実験実
習室、鍛造実験実習室、仕上実験実習室、精密測定
実験実習室、水力学実験室、内燃機関実験室、流体
輸送実験設備などである。
機械工学科の設置とほとんど時を同じくして全国
機械工学教室会議が発足し、これが主体となり工学
部附属施設としての学校工場の設備充実を文部省に
要求した。のちにこれが認められて全国大学の学校
工場は設備充実に大きな恩恵を受けることとなるの
であるが、本学機械工学科設置当時の施設概要は次
の通りであった。
○木型工場
円鋸機械１、帯鋸機械１、木工旋盤２
自動鉋盤１、穿孔機２、工具類一式
○鋳造工場
熔解炉２、坩堝炉１、鋳型乾燥炉１、工具類一式
○鍛造工場
鍛冶炉４、空気鎚１、クランクプレス１、ボー
ル盤 弧溶接機１、 ガス溶接機１、パス炉1１、
鋸盤１、工具類一式
○工作機械工場
旋盤８、ターレット旋盤３、堅型中グリ盤１、
芯立盤１、ボール盤１、形削盤２、平削盤２、
堅削盤１、フライス盤４、歯切盤３、研磨盤４
工具類一式
○蒸気缶・原動機実験室
ヤンマーヂーゼル１、石油機関１、空気圧縮機
１、冷凍機１
○水力実験室
タービンポンプ１、ボリュートポンプ１、量水
槽２、水槽（三角堰併用）１、フルード水制動
力計１
２　機械工学科の設備
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文部省では中央教育審議会の科学技術教育振興方
策の答申にもとづき、新長期経済計画（昭和32年12
月策定）と関連させて｢科学技術教育振興方策｣を策
定した。これは理工学系卒業者の不足にかんがみ、
学校制度を理工学科重点に切り替え、理工学科学生
を増員するほか、教職員の質・数の充実、実験実習
整備の改善等を柱としてまとめられたものである。
昭和35（1960）年11月には経済審議会から｢国民
所得倍増計画案｣が答申され、政府はこの答申をも
とに、同年12月に"国民所得倍増計画"を作成し、昭
和36（1961）年から10年間に国民経済の規模を倍増
させる計画の目標がたてられた。そのなかで｢科学
技術進行にあたって基本的な問題は、科学技術教育
を中心とする人材の養成､研究開発の推進および工
業化対策の改善である。したがって、このような科
学技術者需要の増大を考えると、倍増計画期間内に
おいておよそ17万人の科学技術者の不足が見込まれ
るので、理工学系大学の定員について早急に具体的
な増加計画を確立するものとする。｣と述べている。
産業界における科学技術者不足の傾向は、決して
一時的なものではなく、長期経済生産を展望すれば、
科学技術の不足はますます激化し、経済成長を阻害
する重大な要因となることが予測された。文部省の
調査による推定では、今後10年における大学理工学
系学生の需要は、累計約46万にのぼり、これに対す
る供給数の予測は大学の理工学系学部が現行のまま
とすれば約29万に過ぎず、従って約17万の理工学系
卒業者が不足することになる。
文部省ではこの不足を補うため最少限度の措置と
して、国民所得倍増計画に応ずる理工学系学生増募
の数を総計１万6,000人とし、これを７年間で達成
していく計画を策定した。計画の１万6,000人は、
１万人を国立学校において、残り6,000人を公私立
学校における増募によりまかなうこととした。昭和
36年３月に科学技術庁長官から文部大臣に宛て｢科
学技術者の養成に関する勧告｣が提出され、39年度
までの４カ年に２万600人、うち国立１万1,000人増
１　生産機械工学科新設の背景
第４節　生産機械工学科の設置
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員計画に変更した。その後この計画は、昭和38
（1963）年に至り１カ年短縮されることになり、昭
和38年度の学部、学科増設をもって第１期計画がほ
ぼ完了した。
こうした背景の中で、科学技術は飛躍的な進展を
遂げ、測定の精密化、制御の自動化、材料の多様化
がもたらされ、これを規定としたオートメーション
化、機械化が促進されるとともに、同時に生産シス
テムの巨大化、多元化による生産組織等の合理化が
不可欠となり、機械工学において取り扱うべき学問
分野は、ますます拡大していく傾向にあった。
昭和38年４月１日に｢生産機械工学科」（入学定員
40名）が新設された。設置の趣意書の要点は次の通
りである。
最近における機械工業の発展は目覚しいものが
あります。このことは勢い次の宇宙科学時代実現
のための大きな1つの礎石となっていることはご承
知の通りであります。このように華々しい機械工
業の発展と共にこの分野は益々細分科し、そして
各分科とともに益々その精度を高めつつある現状
であります。しかしてそれぞれの各専門分科には
それぞれ多数の専門技術者が必要とされつつある
現状であります。このときにあたり機械工業界の
要望に答えるために新たに生産機械工学科を設置
し、機械工作方面の技術者を養成せんとする企は
誠に時勢のしからしめるところと申さねばなりま
せん。
生産機械工学科の増設を機械工学科の内部からみ
れば昭和30（1955）年に新設された「機械工学科」
も昭和38年ころには人材および設備も充実し研究面
では完全に軌道に乗ったと考えることができた。科
学技術の進歩は今まで以上に高速度で進展し、とく
に自動化と制御の研究分野が注目され始めた。そこ
でこの分野を修得した学生を育成することが急務と
考えられた。機械系は３力学（材料、流体、熱）を
中心に学問を展開する講座と、素材を加工すること
で学問を展開する講座に区分することができた。前
者を理論講座、後者を実験講座と考えれば機械工学
科を２方向に分割し実験講座を生産機械工学科とし
て独立させることが発想の基本であった。もちろん
機械工学科と生産機械工学科に別れた後も、その特
質は両学科を越えて双方の学生の育成に役立たせた
ことはもちろんである。
（1）教官の構成
技術者養成計画の一環として昭和38年４月から生
産機械工学科が設置された。教授陣については機械
工学科から移籍される村中教授、中川助教授、高辻
助教授を基盤に設置申請の趣意に添い教授陣容を考
慮した。このことにつき長元教授は名古屋大学春日
保男教授、大阪大学宮脇一男教授、東京大学西村源
六郎教授のお世話になった。また生産機械、機械工
学、化学工学の関連問題につき、昭和37（1962）年
11月長元教授が上京し説田大学課長補佐、渡辺国立
大学係長に会い、これまでの準備の経過と今後の考
え方につき説明した。両氏ともこれを諒承して大い
に設置推進に努力を払った。設置認可後は村中教授、
加藤教授を中心にして着々と準備がすすめられた。
また、昭和39（1964）年４月より吉川和男助手が機
械より移籍した。
（2）研究分野（昭和39年現在）
教授・村中利吉
「高温切削における刃先温度とその因子」（日本
機械学会論文集20巻98号、昭和29年）その他14編。
現在、比研削抵抗と作業条件について理論解析を行
い、さらに超音波の研削および切削加工に対する効
果について研究を進めている。
助教授・高辻雄三
「高温切削に関する研究」（富山大学工学部紀要
第７巻）他７編。村中教授と共に切削の研究を行っ
ている。
助手・能登谷久公
村中教授と共に切削の研究を行っている。
教授・加藤　正
「三針法における針の傾きの影響」（精密機械、
第７巻７号、昭和15年～17年）他16編。タッピング
に関する研究を約10年継続しており、現在は主とし
てめねじ有効径拡大しろに関して研究を行ってい
る。また、昨年からねじの転造の研究を開始した。
助教授・中川孝之
「トランジスタ鉄心を用いた弛張発信器について」
（電気通信学会、非直線理論研究専門委員会資料、
工 学 部
1987年３月）他10数編。現在は機械量の電気的計測
で特に各種装置の非直線性による異常動作の解析を
中心として研究している。間もなくデジタル工作機
が納入されるのでパルス関係の研究とサーボ機構の
研究に分野を拡大しようと考えている。
助手・吉川和男
加藤教授、中川助教授と共に研究を行っている。
生産機械工学科実験室は工業化学科に接続して昭
和40（1965）年２月に完成した。
１階には切削加工実験室、精密加工実験室、特殊
加工実験室、制御総合実験室、塑性加工第１実験室、
塑性加工第２実験室、２階には油圧機器実験室、電
気機器実験室、恒温室、精密測定第２実験室、制御
特別実験室、溶接実験室、３階には工業計測実験室、
精密測定第３実験室、製図室（2）、教室（2）が設
けられた。古い木造の校舎に比較して新しい鉄筋の
校舎は「天国に来た様であった」事を記しておく。
○新しく設置された機械・試験機・測定機器
「切削加工講座」
大阪工作所カズヌーブ旋盤、小池酸素放電加工
機、大隅鉄工所ラジアルボール盤、豊田工機内
面研削盤、新興通信動歪計、渡辺測器ペン記録
計、東芝二要素シンクロ、オリンパス工具顕微
鏡、プリモおよび国際振動の振動計等。
「塑性加工講座」
東京衝機 高温クリープ試験機、新興通信 動歪
計、島津製作所曲げ捻り疲れ試験機、
森試験機製摩耗試験機、東亜精機スポット溶接
機、東京試験機 カムプラストメータ、シリコ
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ニット高熱工業 高温炉、渡辺測器 ペン記録計、
オリンパス金属顕微鏡等。
「工業計測講座」
大阪精密製歯車試験機および咬合い試験機、
カールツアイス（東独）万能測長機、東芝製変
位計、カールツアイス（西独）光切断粗さ測定
機、ブリニエルケア粗さ測定機、オリンパス投
影機、岩崎製２現象および東芝製シンクロ、東
京光学のオートコリメータ、新興通信の動歪計、
渡辺測器ペン記録計、モンロー電動計算機等。
「制御機器講座」
富士通信機の制御装置をつけた日立精機の３次
元数値制御フライス盤、ルビコン工業の油圧サー
ボ実験装置、多摩川精機のサーボボードおよび
サーボ装置、変位計、岩崎通信の計数管装置、
渡辺測器のＸＹ記録計、シンクロおよび日立、
東芝製シンクロスコープ等。
その後、切削加工講座にラップ盤（津上製作所Ｔ―
ＬＰＭＵ400）、砥石切断機（平和工業商事製Ｈ―45
Ａ）、動均合試験機（長浜製作所製ＮＤＨ―10Ｅ）、
塑性加工講座にプログラム電気炉制御装置（千野製
作所）、工業計測講座に動弾性係数測定器（丸東製
作所）、小型卓上電子計算機（シャープ製ＣＳ―32Ａ）、
制御機器講座にアナログ計算機（日立製作所ＷＡＣ―
3030）等が設備された。
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